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順位 発 言 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨                  質問の相手 
長から委任を

受けた説明者 

１ 岩元 克頼議員 １ 小水力発電への取 

 り組みについて 

 

再生可能エネルギー（小水力発電）にどう取り組むか、以下の諸点

についてお答えされたい。 

 

（1）今後のエネルギー供給において、小水力発電が担う役割につい

て、どのように考えるか。 

 

（2）伊佐市になってから小水力エネルギーの賦存量調査が行われて

いればその内容。 

（3）本市における小水力発電の将来性をどう見ているか。 

 

（4）本市における小水力発電所設置拡大に関する具体的な施策と課 

  題 

 

（5）平成 10 年 3 月策定の大口市地域エネルギービジョンの小水力に

ついては、可採量や活用の在り方においても再調査、再検討の余地

があると考えるかどうか。 

市   長 
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順位 発 言 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨                  質問の相手 
長から委任を

受けた説明者 

２ 久保 教仁議員 １ 木質バイオマス発

電にかかる助成につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 米政策見直しへの

対応は 

（1）平成 22 年２月に「鹿児島県木質バイオマス利活用指針」が 

定められた。伊佐市から最も近いのは「霧島木質発電」である。 

伊佐市でも皆伐・間伐が行われ、それに伴うたくさんの残材が出て、

山に放置されたままとなっており、この残材を持ち出すことで、集

中豪雨等による災害をある程度抑制できる。また、バイオマス発電

に提供し活用することで、地球温暖化の防止・循環型社会の形成に

寄与できると考える。 

そこで、山林所有者に残材の搬出を奨励する補助と建築木材等の

一般用材との分別、運搬をする林業従事者に対し助成金の捻出はで

きないか。 

 

 

 米政策の見直しのなかで、畑作物の直接支払い交付金のゲタと 

ナラシは１５年産から認定農業者、集落営農、認定就農者が対象とな

る。 

（1）米政策見直しに対する市長の見解を伺う。 

 

（2）産地づくり交付金への対応は。 

 

（3）認定農業者、集落営農、認定就農者の数と今後の見込みは。 

 

（4）集落営農組織の結成に本腰を入れるべきではないか。 

市   長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市   長 
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順位 発 言 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨                  質問の相手 
長から委任を

受けた説明者 

３ 沖田 義一議員 １ 汚泥再生処理セン

ターについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 新たな米政策につ

いて 

（1）平成 30 年度稼働開始ということであるが、順調に推移している

のか。 

（2）平成 25.26年度生活環境市況調査を行う計画である生活環境（騒

音、振動、大気、悪臭、水質）等の影響を出来る限り低減して、住

民の理解を得なくてはならない。この事は最重要課題だと考えてい

る。特に騒音、振動、悪臭は施設本体、車、道路の状況から発生す

る、目耳鼻で同時に感じるものであり、敏感な問題である。曽木の

滝周辺の観光にも影響がある。 

周辺の環境整備について、広域農道、国道 267 号と深川自治会間

の市道、滝神社から広域農道へのＳ字カーブの改良、及び舗装等に

ついて。 

（3）景観については、３地点からの眺望がどうかという事である。

処理センターへの電線は地下埋設となるのか。 

 

 

 

（1）11 月 25日、政府自民党はコメの生産調整（減反）を廃止し、 

補助金の見直し案を了承し、26 日正式に決定された。 

５年後（平成 30 年）から生産調整は廃止される。1970 年から始ま

った生産調整（減反）政策の大転換である。伊佐の農業についての

影響と取り組みについて伺いたい。 

（2）水田フル活用（日本型直接支払制度、水田活用直接支払交付金、

産地交付金等）するには鳥獣被害対策を強化し、どこでも水田をフ

ル活用できる事が今まで以上に重要となるが、この事について伺い

たい。 

市   長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市   長 
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順位 発 言 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨                  質問の相手 
長から委任を

受けた説明者 

４ 柿木原榮一議員 １ 生活保護法改正案

の問題点について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

２ 湯之尾地区の旧河

川のにごりについて 

 

 

(1)生活保護の申請抑制につながる恐れがある「生活保護申請手続き

の厳格化」で改正案第 24 条第１項、第２項で衆議院厚生労働委員

会における修正・新設修正に市長はどう感じているのか。 

(2)生活保護の申請を厳格化（要式行為）に変更されるが、伊佐市の

考えかたは。 

(3)新設される生活保護法案第 24条２項は、申請時に「厚生労働省令

で定める書類」を添付するように義務付けしているが、対応ができ

るのか。 

(4)親族の扶養を事実上、生活保護の「要件」に変更義務化になる可

能性があるが、伊佐市の考えは。 

(5)行政不服訴訟が出た場合、行政官庁である福祉事務所は対応が可

能か。 

 

 

 

(1)10 月 28 日午後６時頃、湯之尾の魚の変死について通報があった

が、概要について説明願いたい。 

(2)魚の死因は何か。魚の屍骸の回収並びに採水はできているのか。 

(3)伊佐市の他の課との連携はどうなっているのか。 

(4)菱刈泉熱開発（有）タンクの異常時の対応は、できないものか。 

（5）水環境生態の保全をどう思うか。 

市   長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市   長 
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順位 発 言 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨                  質問の相手 
長から委任を

受けた説明者 

４ 柿木原榮一議員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 学力向上と色覚検

査等について 

 
 

(1)伊佐市の平成 25 年度全国学力・学習状況調査「学力テスト」の状

況について伺いたい。 

 

(2)11 月 16 日の新聞紙上で、全国学力テストの学校別結果の公表を市

町村教育委員会が適当と判断を示した。条件付き公表であるが、伊

佐市教育委員会の判断は。 

 

(3)平成 25 年度全国学力・学習状況調査の公表は３月と遅いが、今年

のうちに公表できないものか。 

 

(4)平成 25 年度の伊佐市の教育行政の基本計画で、今後５年間に集中

して取り組む施策「①確かな学力を身につける学校」とあるが、25

年度の達成度は。 

 

(5)情報教育の推進で電子黒板の導入率、開発が進む電子の教科書タ

ブレットの考え方は。 

 

(6)色覚検査を希望する者に、受検はできないものか。 

 

(7)各学校の教室の蛍光灯は、白色光・昼光色と混在しているが、生 

徒の目に良いのか。ＬＥＤ電燈への交換はできないか。 

 

市   長 

教育委員長 

教 育 長 
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順位 発 言 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨                  質問の相手 
長から委任を

受けた説明者 

５ 森山 良和議員 １ 若者離れによる人

口減少対策を今後ど

うするか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 学校教育及び社会

教育の充実について 

（1）若い人たちが伊佐市を離れていく現状をどのように捉え、解決

策を見出そうとしているのか。 

 

（2）伊佐市在住の若い人たちがこれからも伊佐市で暮らし続け、ま

た、伊佐市を離れた人が再びふるさとに帰って来やすい環境及び支

援策を作れないか。 

（3）人口減少に伴い、公共施設の管理運営も厳しくなると思われる

が、このような問題等を含め、将来の伊佐市をどのようなまちにし

ていくのか伺いたい。 

 

 

 

（1）小学校の段階で各学校間の児童交流を充実させることが、中学

校での友好の輪を広げ、また将来の文化・スポーツ環境向上の推進

に繋がるのではないかと思う。現在の状況を伺いたい。 

 

（2）子どもたちや若い人たちが商店街や観光地、地元地域の現状な

どを知り、新たなまちづくりの中心的存在になれるよう、社会教育の

更なる充実は図れないか。 

市   長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 長 
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順位 発 言 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨                  質問の相手 
長から委任を

受けた説明者 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緒方 重則議員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 旧大口育成牧場内

の整備について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 家畜伝染病対策に

ついて 

 
 
 
 
 
 
 
 

草地畜産基盤整備事業で平成 25 年度から３ヵ年計画に基づき、鹿

児島県地域振興公社が総額１億円（国 50%・県 22.5%・事業者 27.5%

負担）で進めていく計画であった。 

 

(1)その内訳として、草地の造成工事・林間放牧地整備工事・施設用 

の造成工事などの基本施設整備に約 2,500万円、また、農業用施設

整備や畜舎の整備、家畜の排せつ物の処理施設等整備に約 7,200万

円となっていたが、進捗状況はどうか。 

 

(2)施設環境整備をすすめていくなかで、公社・県・事業者・当市担 

当者間の情報交換等の意思疎通は図られているか。 

 

(3)現状においても、降雨時には河川が濁るがどのように認識してい

るか。 

 

 

 

（1）国内ではあまり報道されないが、本年中も中国・ロシア等で口

蹄疫が発生しており、その影響が国内に及ばないか心配である。そ

の対策として考えられる消毒ポイントでの防疫演習や防疫体制の

確認は大丈夫か。 

 

市   長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市   長 

 

 

 

 

 

 

 

 

担 当 課 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担 当 課 長 
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順位 発 言 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨                  質問の相手 
長から委任を

受けた説明者 

７ 福本千枝子議員 １ ふるさと納税につ

いて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 課設置条例の一部

改正について 

 
 
 
 
 
 
 
３ 元気こころ館の利

用について 

「私たちは、ふるさとを応援します」という趣旨で、ふるさと納税は、

国内に波及し、1 億円を超える自治体もあり、お礼として地元特産品

を送付している。そこで、 

（1）本市の現在までの件数と納税残額の現状は。 

（2）寄付金の使途については各自治体で違うが、本市への希望は何

が多いか。また、何に使っているか。 

（3）現在お礼として「焼酎セット」が人気のようだが、「伊佐米」を

推められないか。 

 

 

（1）今期定例会で課設置条例の改正が提案された。変更の目的は何

か。新しい課の設置により庁舎内の配置を含めどう変わるか。 

（2）教育委員会関係の部局が菱刈庁舎へ統括されると聞く。メリッ

トは何か。文化スポーツ課、社会教育課は市民サービスからしても

デメリットの方が大きいのでは。 

 

 

 

「元気こころ館」の昼間の時間帯は、色々な会議は勿論、ダンベル体

操、レクダンスサロン教室、脳トレ、囲碁など高齢者の生きがいや健

康づくりに利用されているが、夜間利用は月曜日だけの限定となって

いる。医療費削減の為の健康作りが求められる中、平日の夜間利用も

できないものか伺う。 

 

 

市   長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市   長 

 

教 育 長 

 

 

 

 

 

 

市   長 
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順位 発 言 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨                  質問の相手 
長から委任を

受けた説明者 

８ 左近充 諭議員 １ 伊佐農林高校に福

祉科設置を 

 

 

 

２ 鳥獣被害対策につ

いて 

(1)福祉科の設置を、県にお願いしていくべきではないか。 

 

 

 

 

(1)農作物被害について 

 ｱ 電気牧柵の設置状況は。 

 ｲ 捕獲助成金を国も出すようになったが、平成 25 年度捕獲は増えた

か。 

 ｳ イノシシは減ったように思えるが、シカは相当増えている。 

大型のシカ捕獲わなの、県の助成はないのか。 

 

 

(2)林業植林被害について 

 ｱ 防獣ネットの補助は、どのように行われているか。 

 ｲ 市の助成額をあげられないか。 

 

市   長 

 

 

 

 

市   長 
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順位 発 言 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨                  質問の相手 
長から委任を

受けた説明者 

９ 前田 和文議員 １ 定住促進空き家活

用事業補助金制度の

拡充に向けた検討、

見直しを 

 

 

 

 

 

 

 

２ 防災緊急用の携帯

メールを市民への情

報告知用に使えない

か。 

(1)現制度の成果をどのように把握なされているか。 

(2)空き家が増加しているが、それを利活用した移住者の年齢構成は 

どうか。将来性のある生産人口増につながるのか。 

(3)所得格差のある中、当市に居住し、生活している若者への支援が 

不足しているのではないか。 

(4)この制度の拡充によって生産人口が安定し、人口の増加につな 

がるのではないか。 

 

 

 

 

（1）現在旧菱刈地区に設置されている防災無線の現状と今後の維持

管理について伺いたい。 

（2）旧大口地区に設置するとしたら、予算規模や課題などは把握さ

れているか。 

（3）携帯電話の普及が著しいが、現在の利用分野だけでなく、農政 

分野、イベント情報配信にも、利用できないのか見解を質したい。 

 

市   長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市   長 
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順位 発 言 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨                  質問の相手 
長から委任を

受けた説明者 

１０ 森田 幸一議員 １ コミュニティ協議

会は自主的な地域活

動体制にせよ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ むらづくり整備支

援事業はもっと積極

的に展開するべきで

はないか 

（1）25 年度コミュニティ協議会に交付している補助金、助成額はい

くらなのか。事業ごとに示されたい。補助金の増額はできないか。 

 

（2）コミュニティ協議会での、地域活性化はどのようにあるべきと

考えているか。 

 

（3）コミュニティ協議会の役員は農業従事者、会社員等がほとんど

である。必須事業等で役員が大変苦慮されているおり、行政で行う

べき事を、コミュニティ協議会に移管していないか。本来の自主的

な地域活動が出来る体制なのか。検討するべきではないのか。 

 

 

（1）24 年度、25 年度に、地域から「むらづくり方策」で要望された

地区毎の個所件数と、地区毎の事業実施承認件数を伺いたい。また、

未承認部分についての対応策を伺いたい。 

 

（2）むらづくり推進委員会で話し合いをされ、多くの要望があるが、

市で承認した件数で十分であると考えるのか。 

 

（3）これまでの経緯を踏まえ、26 年度の予算措置はどのように考え

ているか。増額できないか。 

 

 

市   長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市   長 
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順位 発 言 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨                  質問の相手 
長から委任を

受けた説明者 

１１ 諏訪 信一議員 １ 平成 24 年度決算審

査の結果を平成 26 年

度予算編成にどのよ

うに活かすのか 

 
 
 
 
 
 
 
 
２ 障がい者支援につ

いて 

 
 
 
 
 
３ 給食での食物アレ

ルギー対策について 

（1）住宅新築資金等貸付金の償還について 

（2）市内在住者の若年層にも空き家改修支援は 

（3）自殺予防体制づくりについて（原因別） 

 

（4）司書補の確保（一人で何校もうけもつのではなく各校に配置を） 

 

（5）来年４月に消費税が８％（消費税 6.3%、地方消費税 1.7%）引き

あげられるが、使用料及び手数料について、予算案に３％増で編成

を行うのかどうか。平成27年10月以降は10％も予想されているが。 

 

 

平成 26 年度末までに障がい者向け、福祉サービスの利用者全員に

原則サービス利用計画の作成が義務づけられた。 

（1） 現在の作業状況はどうなっているのか 

 

 

 

昨年 12 月食物アレルギーのある小学校５年生女子が給食後に死亡

した事故を受け、全国的な再発防止等対策が進んでいる。 

（1）食物アレルギーのある児童数 

（2）保護者との情報共有は充分か 

（3）アレルギーに対する児童への周知 

 

市   長 

 

 

 

教 育 長 

 

市   長 

 

 

 

 

市   長 

 

 

 

 

 

教 育 長 
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順位 発 言 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨                  質問の相手 
長から委任を

受けた説明者 

１２ 山下 和義議員 １ 高熊荘の温泉施設

の継続について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 新大口中央中学校

の部活動等の検討状

況について 

平成 25 年６月議員全員協議会で、高熊荘の温泉施設の現状につい

て、来年３月以降の存続は非常に難しい状態にあると報告を受けた。

また、施設の利用者については代替措置として、まごし館へのバス輸

送を考えているという説明だった。平成 21 年から 24 年までの４年間

の利用者数の平均は、年間約３万 6000人で、うち 70歳以上の利用者

は２万 1000 人であり、高齢者にとって非常に利用しやすい施設にな

っている。また、普段話すことの少ない高齢者にとって、この施設が

日常の会話の場になっており介護予防にも役立っていると思う。 

（1）今の施設を何とか維持できる方法はないか。 

（2）まごし館へバス輸送をするとした場合、1日何便でルートはどの

ように考えているか。バス輸送の 1 年間のコストはいくらぐらい試

算されているのか。温泉が出ている間は、地元の方々と協議して維

持していくべきだと思う。協議の場を設定できないか。 

 

 

平成 27 年４月の大口中央中学校開校に向け、再編成準備委員会等

で色々なことを検討されている。 

（1）部活動について、活動中の部活動の種類や人数を把握した上で、

新しい中学校で取り組む部活動選定、練習場所、後援会（育成会）

の取り扱い等を検討していくとなっているので、大口中央中学校で

ラグビーをやりたいという生徒がいるがそのような部活動はでき

ないか。 

（2）備品の取り扱いについて、楽器等の高額な備品が複数あると思

う。複数の楽器は文化会館で使えるようにできないか。 

市   長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 長 
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順位 発 言 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨                  質問の相手 
長から委任を

受けた説明者 

１３ 畑中 香子議員 １ 国保税の値上げは

中止せよ 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 子ども医療費助成 

せめて他市並みの拡

大を 

 

 

 

 

 

 

 

３ 普通教室へ暖房の

設置を 

（1）来年４月から消費税の増税で様々な負担が増えてくる。同時に

国保税の値上げを行うことは市民にとって深刻な状況をもたらす

のではないか。 

（2）国保はたすけ合い（相互扶助）の制度か、それとも社会保障の

制度か。 

 

 

 

 

（1）子ども医療費助成の拡大が一番の子育て支援策として、いちき

串木野市の新市長も公約に掲げており、残るは伊佐市のみとなる

が。 

（2）子育て世帯の意向も聞くべきではないか。「すてっぷ」や「すま

いる」の保護者会等に対しても意向調査をしてほしい。 

 

 

 

 

（1）子どもたちの教室に暖房を設置して教育環境を整えるべきでは

ないか。 

市   長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
市   長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
教 育 長 
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順位 発 言 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨                  質問の相手 
長から委任を

受けた説明者 

１４ 鶴田 公紀議員 １ 平成 26 年度行政運

営のキーワードは何

か 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 公有財産の有効活

用及び管理について 

（1）総合振興計画の進捗状況について 

 

（2）当初予算の規模について 

  

（3）各課への予算要求の指示事項について 

 

（4）課設置条例の関連事項について 

 

 

 

 

 

 

（1）中央公民館跡地 

 

（2）中学校再編後の山野中、大口南中跡地 

 

（3）衛生センター跡地 

 

（4）庁舎管理について 

 

市   長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市   長 

 

 

 


